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* @version 1.0 

 * `Version 1.40  最終データ強度の下駄上げ １．０５倍 allcalc() 2008-07-08 

 *  Version 1.40  スムージングでプロファイルを予測 

 *  Version 1.50  α β 強度 ＴＥＸＴ対応 

 * Ver 2.01  2008/10/24   Username 対応 

 * Ver 2.02  2008/12/03  GetHomeDir()対応 

 * Ver 2.10  2009/01/25  Cor(LaboTex)修正 

 * Ver 3.000 2009/02/21  RAPID データでも TXT2 で変換可能にした。 

 * Ver 3.010 2009/02/21  ファイル選択にエラーチェックを追加 

 * Ver 3.110 2009/02/21  AddDefcousFiles を起動 

 * Ver 3.120 2009/02/21  TABLE ファイル名の最後にＦ？．ｔｘｔを追加 

 * Ver 3.130 2009/03/02  AllCalc 最終α強度の１．０５倍を外す。 

 * Ver 3.140 2009/03/02  HELP 対応 

 * Ver 3.150 2009/03/02  Krump 修正 

 * Ver 3.151 2009/12/19  GV 

 * Ver 3.152 2009/12/21  TextDisplay 対応 

 * Ver 3.153 2010/01/06 コメントを外す。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 本アプリケーションは、極点におけるＤｅｆｏｃｕｓプロファイルのＴＡＢＬＥを測定データから作成 

するプログラムです。Ｄｅｆｏｃｕｓプロファイルは、 

   測定は、ｒａｎｄｏｍ試料を受光スリット１ｍｍ、２ｍｍ、、、、７ｍｍを使った測定を行い 

   測定２θとしてＴＡＢＬＥを作成する。 

   ＴＡＢＬＥには、α方向のプロファイルが登録される。 

   最終プロファイルは多項式近似データとして登録されます。 

 

起動画面 

 

 

 SM-Mode 

  結晶粒径が荒い場合、SM-ON としてください。 

  ON の場合、Defcous 曲線の下側をトレースします。 

  パラメータは暫定値になっています。（Cluster ｿﾌﾄｳｴｱのﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ決定ﾙｰﾁﾝと同じ） 

File: 

  １ｍｍから７ｍｍまでのＴＥＸＴデータ（ｐｏｌｅのＴＥＸT データ）を複数指定 

  Ｐｐｔａｈ： 指定されたファイル群のディレクトリ表示 

  Ｆｉｌｅｎａｍｅ：指定したファイル群を表示 

  ＡｌｆａＮｕｍｂｅｒ：指定した極点処理結果テキストの測定α数を表示 

  Ｆｉｌｅｎｕｍｂｅｒ：指定したファイル数を表示 

 Target Alfa 

  反射法は通常 ０．０を指定（極点図の中心） 

  透過法は測定開始α（極点図の中心を０．０として） 

 StepAlfa: 

α測定間隔 

  ファイル指定すると実際のＡｌｆａｓｔａｒｔ、Ａｌｆａｓｔｏｐを表示 

 



 Fitting: 

  近似多項式の次数の指定（０：は近似しない） 

 Y-positions(,): 

  ファイルのスリット条件を入力する。 

  １．０，２．０，３．０，４．０，５．０，６．０，７．０がデホルト 

 Target path: 

  作成する結果ファイルのディレクトリ指定 

 Target Filename: 

  作成するファイル名、拡張子（ｔｘｔ）は自動的につけられる。 

  ファイル名は２θ角度とする。 

 入力ファイル 

  ｒａｎｄｏｍ試料を測定（β方向は３６０度の範囲を測定する必要ない） 

  ファイル名は、 

１ｍｍ－１１０等（受光スリット幅＋指数） 

１１０－１ｍｍ等 （指数＋受光スリット） 

 

  バック除去、吸収補正、内部規格化を行いファイル出力（ｐｏｌファイル） 

  ＡＳＣＩＩ変換ソフトで汎用テキスト化 

   

   

 入力ファイル例 

 

 1mm-111.txt,2mm-111.txt,3mm-111.txt,4mm-111.txt,5mm-111.txt,6mm-111.txt,7mm-111.txt 

  

 ファイルＬＩＳＴで読み込み時１ｍｍから７ｍｍにソートして読み込むため 

  



 ファイル選択 

  複数選択 

 

 

 

赤い丸で囲まれた部分が選択ファイルにより変更される。 

計算を開始する前に 

 緑丸の部分を変更する。 

 

 極点図の中心が測定されている場合、ＳｔａｒｔＡｌｆａは ０．０とする。 

 透過法の場合、ＳｔａｒｔＡｌｆａを変更する。 

 

 

で計算開始、計算完了でＷｏｒＰａｄ上に結果を表示 

 

上のデータは５次の多項式近似で計算した多項式係数です。 

 Ｆ（）＝f1+f2*A+f3*A*A+f4*A*A*A+f5*A*A*A*A+f6*A*A*A*A*A; 

 

 

 



 

 

同じディレクトリに実データファイルも作成される。 

 

 

以下は、多項式近似結果をＥｘｃｅｌで表示 

Ｆｉｔｔｉｎｇ ０の時 

  

Ｆｉｔｔｉｎｇ １の場合 
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Ｆｉｔｔｉｎｇ ２の場合 

  

 Ｆｉｔｔｉｎｇ ３の場合 

  

 Ｆｉｔｔｉｎｇ ４の場合 
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 Ｆｉｔｔｉｎｇ ５の場合 

  

 

DefocusCalc テーブルではない、単独のテーブルも同じ手法で作成するる。 

 例えば、アルミニュウムの DefcousTABLE を作る場合、アルミニュウムのｒａｎｄｏｍ試料を 

 用意して、｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝、｛３１１｝極点図を作成し、 

 上記と同じ手法で defocusTABLE を作成する。 

 この時、個々のファイル名の先頭を指数で表す。 

  111-al.asc 

 

   

 

ＲＡＰＩＤのような、α範囲が異なる場合 

 ＴＸＴ２ファイルを単独で処理し、多項式近似ファイルを作成し、 

 

 

Collect defocus files 複数の多項式近似ファイルを１つに纏める 

 

多項式ファイルを複数選択して、１つに纏める。 
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